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伝統を紡ぎ、未来へつなぐ秋 
～第６６回文化祭を終えて～ 

校長 桑 島 久 典  

朝夕の風に秋の訪れを感じる季節となりました。保護者の皆様、地域の皆様におかれまして

は、日頃より本校の教育活動に温かいご理解とご協力をいただき、心より感謝申し上げます。 

さて、去る 9 月１８日（金）、「第６６回 文化祭」を「スローガン『桜花爛漫』」のも

と開催いたしました。生徒会執行部を中心に全校生徒が一丸となり、和光中学校の輝かしい伝

統を次の世代へとつなぐ素晴らしい 1 日となりました。 

今回のスローガンには、「和光中の生徒が努力して準備してきたことが、それぞれに輝き、最

高の文化祭になる」という思いが込められ、生徒たちがグループ活動を通じて自主性と創造性

を存分に発揮してくれました。各学年による創意工夫に満ちた演劇やステージ発表、協力して

作り上げた学年展示は、どれも見応えのある素晴らしいものばかりでした。さらに、７組によ

る力強い和光太鼓の鼓動や温もりあふれる販売会、吹奏楽部の美しい演奏、美術部・クリエイ

ティブ部の作品展示、そして有志ステージ「ＷＧＴ」や縁日企画など、学校全体が一つの大き

なエネルギーに満ちあふれていました。生徒たちは、自らの役割を全うし、全体で一つのもの

を創り上げる中で、大きな「達成感」を得ることができたと確信しております。 

また、開催にあたりましては、生徒の安全確保と防犯の観点から、「体育館内での前方スペー

スへの移動禁止（自席での鑑賞）」や「入場制限・ネームホルダーの着用」といった、ルールを

設けさせていただきました。保護者の皆様が趣旨をご理解くださり、ルールを厳守し温かく見

守ってくださったおかげで、混乱もなく、生徒が安心して表現活動することができました。ビ

デオ撮影許可エリアの運用を含め、皆様のご協力に心より御礼申し上げます。 

さらに、ＰＴＡ活動におきまして、バザーを実施していただき、文化祭に大きな彩りを添え

ていただきました。子どもたちの笑顔のために、事前の準備から当日の運営に至るまで、多大

なるご尽力をいただきましたＰＴＡ役員の皆様、そしてご協力いただいた保護者の皆様に、深

く感謝申し上げます。生徒たちにとって昼食の時間がより一層楽しみなものとなり、忘れられ

ない特別な思い出となりました。 

文化祭を終えた生徒たちは、事後の学活で「コメントシート」を記入し、お互いの努力を讃

え合いました。そして早くも、前期の活動を振り返りながら、次代を担う後期の組織作りへと

歩みを進めています。文化祭という大きな挑戦を通じて培った「協働する力」と「主体性」を

次の糧とし、和光中学校はこれからも一歩ずつ前進してまいります。今後とも、生徒たちの健

やかな成長を共に見守り、温かいご支援を賜りますよう、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

〜和光同塵〜  
 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（和光中学校 HP） 



全校道徳                〈１０月の行事予定〉 
９月２日（水）岐阜県岐阜市より吉福成人氏を 

講師にお招きして全校道徳を行いました。 

 「幸せで感謝にあふれた毎日を過ごす」を演題 

に、４０分間の講演を行っていただきました。 

「違いを認めること」「助け合うこと」の大切さ 

を伝えていただき、「他者との関わり方について 

見つめ直すことで、自分たちが幸せに生きていけ 

ることを改めて気づかされました。それと同時に、 

生徒の感想からも心がとても動かされた講演とな 

ったことがうかがえました。 

 この講演を通して、生徒が周りに多くの幸せを 

もたらす存在として、成長してくれることを願っ 

ています。 

 

モルック寄贈 

９月７日（月）日本教育公務員弘済会北海道支 

部の理事がご来校され、「モルック」の贈呈式が行 

われました。 

 この寄贈は、弘済会の教育文化事業の取組であ 

り、子どもたちの学校環境の進行に寄与する目的 

で実施されているものです。 

本校は、令和２年に「書籍セット」、令和５年に 

「デジタル顕微鏡」、そして本年は「モルック」を 

寄贈いただきました。 

 学校は多くの方々に支えられ、子どもたちの教 

育を行うことができています。感謝の気持ちを忘 

れずに地域の学校として歩み続けていきます。 

 

全国学力・学習状況調査の 
結果について(３学年)  

 ４月に実施された標記の調査についてお知らせ 

いたします。 

【平均正答率】 

国語 ６２．０％（全国 63.9% 北海道 63%） 

数学 ５７．０％（全国 57.0% 北海道 55%） 

英語  ３．３問（全国 3.7 問 北海道 3.5問） 

国語と英語で全国平均を若干下回りましたが、数 

学は全国平均と同率でした。数学は１年で習熟度 

別授業、２年で T.T 指導を実施しており、その成 

果が表れる結果となりました。 

 また、「書くこと」に課題があることがわかり 

ました。情報機器の普及により、書く機会が減少 

していることもあることから、現在、各教科にお 

いて書くことを共通課題として取り組んでいます。 

 

 

先日、校区内で交通事故による死亡

事故が起こりました。各学級で、改め

て交通ルールの遵守、特に自転車の利

用について、啓蒙を実施しました。 

最近、小中高校生の交通マナーにつ

いて苦言をいただく場面が多くあり

ます。ご家庭におかれましても、今一

度、交通ルール及び自転車の利用につ

いて、お子様とご確認をお願いいたし

ます。自分の命と人生を守るために。 


